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福井の外国にルーツを持つ子どもたちへの

協働的学習支援プロジェクトの展開

コーディネーターとしての5年 間をふり返る

半原 芳子

1.は じめ に

筆者は2013年10∫]に 、福井大学大学院教育学研究科

[福井大学教職大学院](2018年4月 より福井大学大学院

福井大学 ・奈良女 子大学 ・岐阜皐徳学園大学連合教職開発

研究科[福 井大学連合教職大学院])に 着任 した。着任 し

てまもなく、福井県の公立学校の外国にルーツを持つ児

童生徒の学習支援にかかわる機会 をいただき、それ が

2019年5月 現在まで続いている。はじま りは、福井大学

の大学院生3名 と開始 した中国出身Mち ゃんへの支援で

あった。当時小学1年 生だったMち ゃんも、2019年5月

現在、中学1年 生 となった。

筆者がコーディネーターを務める 「外国にルーツを持

つ子 どもたちへの協働的学習支援プロジェク ト」には、福

井大学の学生および他大学の学生、社会人等多様な年齢

や背景、国籍を持つメンバーが参加 してくれている。2018

年度は、E述 のMち ゃんへの支援をはじめ7つ の公立

小 ・中学校で支援を行 うことができた。

半原(2018)に も記 したが、本実践をふ り返ると、当初

は想像 もしていなかった展開を迎えていることに気づく。

それは単に学習を支援する子 どもの人数や学校数が増え

ているとい うことではない。 自分のなかで本実践につい

ての意義や価値が育ち、それに伴い 自分の役割が変化 ・拡

大 しているのを実感 している。また、このコミュニティを

どう持続的に発展 させていけるのかを考えるようにな り、

口の前の出来事に慌てず見通 しを持ちなが ら、次の展開

に向けた機会を うかが う力が自分のなかで育ちつつある

のを感 じている。

本稿は、昨年度の記録(半 原2018)を 支えに、この5年

間の本プ ロジェク トの展開を大きく掴み直す ものである。

そこから、第ニサイクル としての次の5年 間に向けた展

望を拓きたい。

H.実 践 の展 開

1.外 国にルーツを持つ子 どもたちへの協働的学習支援

プロジェク トが立ち上がる(2014年 度)

1)中 国出身Mち ゃんへの 「教科 ・母語 ・日本語相互

育成学習」

前述のように、本プロジェク トの出発点となったのは、

福井大学の大学院生3名 と始めた中国出身Mち ゃんへの

学習支援である。2013年3.月 、私は福井大学大学院教育

学研究科学校教育専攻が必修科 目としている 「協働実践

研究1・H」 を履修する3名 の大学院生(日 本人学生1名

と中国人留学生2名)と 出会った。当該授業は、自分たち

の関心のあるテーマに基づき 一年間協働探究に取 り組む

もので、3名は外国人子女をテーマにすることを考えてい

た。私はこの科 目の担当教員ではないものの、これまで 首

都圏で外国にルーツを持つ子 どもたちへの学習に携わっ

てきたことから、彼女たちの協働実践研究に同行す るこ

ととなった。

3名 は中国出身Mち ゃんへの 「教科 ・母語 ・日本語相

互育成学習」を開始 した。Mち ゃんは当時小学1年 生(翌

.月小学2年 生)で 、来01年 となる子 どもであった。年

齢が幼い時期 に来 日した子 どもは、 日本語環境のなかで

母語 を使わないでいると母語の力が極めて弱 くなる。そ
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のことは母語 と目本語の二占語不十分(ダ ブル ・リミテ ッ

ド)とい う状態や、親子の問でコミュニケーションがとれ

なくなるといった深刻な状況を引き起こす。Mち ゃんの

両親は中国出身で家庭では中国語が使われていたが、7歳

とい う年齢 を鑑みると、母語を意図的に学習 し保持する

ことが非常に重要であると思われた。 したがって、Mち

ゃんへの支援では、Mち ゃんが学校で取 り組んでいる教

科(国 語)の 学習を、母語(中 国語)と 日本語で行 うこと

にした。

支援は週に1回 約90分 、大学構内にある福井大学附属

実践研究センター(現 、福井大学教育実践総合センター)

の一室を借 りて行われた。90分 の うち前半は中国人留学

生がMち ゃん と中国語で学習を進め、後半は日本人学生

が 日本語で学習を進めた。支援で用いる教材の翻訳やワ

ークシー トの作成は3名 が協力 して行った。

彼女たちの実践で特筆すべきことの つ に、福井大学

「探求ネ ットワーク」との連携がある。Mち ゃんへの支

援開始直後、3名 はMち ゃんが放課後一人で白宅にいる

ことを知る。中国人留学生がMち ゃんの両親に事情を尋

ねたところ、Mち ゃんが 日本人の友達の家に遊びに行っ

て迷惑をかけても自分たちが日本語で謝 りに行けないた

め外出を控えるよ うMち ゃんに命 じているとのことだっ

た。そこで3名 は、福井大学の学生が取 り組んでいる 「探

求ネッ トワーク」をMち ゃんの両親に紹介 した。探求ネ

ッ トワークは、刀に2回 土曜 日に、福井大学の学生が地

域の子 どもたちと探究的な活動 を行っているものである。

探求ネ ッ トワークであれば両親のそ うした心配は無用で、

Mち ゃんは同い年や異年齢の子どもたちと一緒にのびの

びと活動ができる。両親は彼女たちの提案を快諾 し、Mち

ゃんは探求ネ ットワークに人ることとなった。

Mち ゃんは、3名 の大学院生 と探求ネ ットワークの学

生たちのおかげで、母語 と口本語のカを十分に伸ば し、た

くさんの人とつなが りなが ら心と体を大きく成長させた。

この年3名 は後輩にMち ゃんの支援のバ トンを渡し、卒

業 した。

2)福 井市K中 学校での放課後支援の開始

Mち ゃんへの支援が始ま り、ほどなくしてから福井市

K中 学校(以 下、K中 学校)で 外国にルーツを持つ生徒へ

の学習支援を始めることとなった。K中 学校は福井市の

なかで外国籍住民が最も多い地域にある学校である。K

中学校で最初に出会った生徒は、中学3年 生のN君 であ

った。N君 は小学生の時に韓国から口本に来た男子生徒

で、滞 口歴が長 く、口本語も堪能であった。家では韓国出

身の母親 と韓国語で会話をしているとのことだった。先

生方によると、N君 は国語と社会の点数が伸び悩んでお

り、このままだ と志望校への合格は難 しいとのことだっ

た。N君 への支援は週に1回 放課後の約60分 、福井大学

の韓国人留学生 と私がK中 学校を訪れ行 うこととなった。

伸び悩んでいる国語 と社会は、母語(韓 国語)と 目本語で

学習することにより理解が進み 自信 をつけてい くと思わ

れた。実際、N君 は二占語で学習することにより、苦手な

社会 と国語の力を大きく仲ばしていった。

秋になると、N君 への支援を行っている放課後の教室

に、中学3年 生でフィリピン出身のK君 とT君 、そして

K君 の妹で中学2年 生のCち ゃんが加わった。3名 の生

徒の参加により、教室は一気に賑やかになった。支援者 と

して、教育地域科学部2年 生の片川絵里奈 さんとフィリ

ピン人研究生のマグラブナン ・ポー リンさんが加わって

くれた。K君 とT君 は高校受験のための勉強をポー リン

さんとフィリピン語で進め、Cち ゃんは本人の希望で片

川 さんと口本語でお しゃべ りをすることから始めた。

3月 にな り、N君 、K君 、T君は無事志望校に合格 した。

3人 の卒業により放課後の教室は中学2年 生のCち ゃん

のみとなったが、そ こに中学1年 生でフィリピン出身の

KO君 が加わった。

3)1年 目 をふ り返 って

本プロジェク トが始ま り今年で丸5年 の刀 日が経つが、

この間私は子 どもに直接支援を行 う側から、学生の協働

探究を支える側へ と自身の役割を変えていくことになる。

当時その役割の転換は、大きな葛藤を伴 うものであった。

なぜなら私な りの 「最善のアプローチ」があり、そのアプ

ローチで直接私が子 どもたちに学習支援を行いたかった

からである。また、学生を支える側にまわった場合、その

役割が どのようなものか分からない不安 も強かった。 し

かし今思えば、その転換がなければ、現在のよ うに複数の

学校で本プロジェク トを行 う展開はなかったと思 う。

役割転換のきっかけとなったのは、本プロジェク トの

出発点となった中国出身Mち ゃんへの学習支援である。

そこで私は、白分が直接Mち ゃんに支援を行 うのではな

く、3名 の院生の協働探究を支えることを、ある意味余儀

なくされた。今思えばそれは当然のことであるが、本プロ

ジェク トの1年 目をふ り返った2015年 の実践記録(半

原 ・柴岡2015)に 、私はその葛藤 を次のように記してい

る。

実は私ぽ中鮒 身のMち ゃんへの学翌支飾 始 まった
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やんが学塗 まの学習をまで翫楽乙ん でいたこ乙から、β

分がMち ゃんにノ互灘 ウな支援 をすることな誘 めた。その
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のだった。飯 ば 学塗たちなMち ゃんが言語 で 吻 ン

を話 乙でいζ～、かよクも、Mち ゃんの 嵯緒勿擁/に 注厚

ナるこ乙が多、かった。支援中、学塗が磯 か 協 、から児 る

ま破6ノ.Mち やんの発淳を鉦 ナる拶廊があった。∠中

硲7発 淳鉦 をめぐク私(と学塗 の〃卿ごなかな クの、競 の
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抱が泌要だわた。

ズ4i鮒

Mち やんへの竣 が始 まって約1年 が纏 した颯 学

塗(錫玄まで今までのL支援 をじっ ぐクふ 〃返 る礎会を持 っ

た。その磨、学生がハ4ちゃんへの嬢 を遍 じ非営〆ご多 ぐ

の学びを得でρたこ、とあ初った。∠中硲7学 塗 らのふ ク返

クを甥 きなが ら、私が二蛋ラ以二左にずっま徽 た ちな教 育

を広'ぐ捉え羅 乙て一〃、、たこ、とをヌカっノ色。ぞ一∠ノて～発彦背導

ぱか 〃を気〆ご乙てへ 微 た ちの羅 を.〈/・さぐ児 で〃、たβ

分の裾野の狭さFを∠弱'乙 、を。

学習支援者から 「学習支援者を支える側」へとまわるこ

との葛藤 とそのなかでの気づきのなかで、コーデ ィネー

ターとしての自覚が少 しずつ芽生え、育っていった。子 ど

もの成長 を見るのはもちろん嬉 しいが、本プ ロジェク ト

のメンバーである学生たちが協働 しながら子 どもの学習

を支え、そのなかで成長するところに立ち会えるのは、今

の私にとって非常に大きな喜びである。 コーデ ィネータ

ーとして実践の舵取 りを始めた2年 口、思わぬ失敗を重

ねることとなる。

2.プ ロ ジェク トの拡 大 を試み るが、蹟 く(2015年 度)

1)学 生の実践のなかでの試行錯誤と挑戦に気づ く(中

国出身Mち ゃんへの支援)

2015年 度 とな り、Mち ゃんは小学3年 生になった。M

ちゃんの支援は、「協働実践研究1・H」 を履修する学生

によるものではなくなったが、同授業科 目担当の先生方

および附属教育実践センターの理解 と協力のおかげで、

前年度 と同じ形で継続できることとなった。この年度は、

主に教育地域科学部4年 生の錦織珠美 さんと中国出身で

教育学研究科学校教育専攻1年 生の王研 さんが担当して

くれた。前年度支援を行ってくれた中国人留学生は、直接

の支援ができな くなった後 も、Mち ゃんの支援で使 う翻

訳教材の作成な ど後方支援を担ってくれた。

支援は特に大きな問題 もなく進んだ。Mち ゃんは雨の

日も雪の 日も休むことなく通った。 この年度で一番印象

に残っているのは、錦織 さんの教員採用試験時のエ ピソ

ー ドである。 中学校の国語の教員 を目指 していた錦織 さ

んは、福井県の教員採用試験を受けた。2次 の面接試験で

錦織 さんはMち ゃんの学習支援について話 し、今後福井

県で外国にルーツを持つ子 どもたちが増えるだろうこと、

そして、その子たちが必ず しも英語を話す とは限 らない

こと、したがって今後は隣の席の友達の言語、例えば中国

人のクラスメイ トがいた ら中国語 を、フィリピン人のク

ラスメイ トがいた らフィリピン語 を子どもたちが学ぶこ

とが教育の国際化につながるのではないかとい う趣 旨の

意見を述べたそ うだ。面接官 も錦織さんが行っているM

ちゃんの支援 に興味を持 ち、いろいろ質問して くださっ

たそ うだ。

この年度の支援が終了 した後、私 は錦織 さんが一年間

の支援のなかで どのよ うなことを経験 したのかを聴 く機

会を得た。錦織 さんはふ り返 りのなかで、Mち ゃんの支

援において様々な悩みや壁にぶつかってきたこと、その

都度 自分で考 えた り王さんに相談した りしなが ら工夫 し、

少 しずつ実践 を発展 させてきたことを語ってくれた。話

を聴 きながら、錦織 さんが実践のなかでたくさんの判断

をし、挑戦をし、失敗をし、そして再挑戦 してきたことを

知った。大局としては 「大きな問題はない」そのなかに、

実は状況の起伏があり、そこでの錦織 さんの不断の調整

があったのである。錦織 さんの話か ら、本プロジェク トに

かかわってくれている学生一人一人に錦織 さんのよ うな

固有の挑戦やそこからの実践の展開があることに思い至

った。

錦織 さんは、2016年2.月 の 「実践研究福井ラウンドテ

ーブル」でMち ゃんへの学習支援の経験(プ ロセス)を

報告 してくれた。そこで、かつて初任者研修を担当してい

た福井県教育委員会の方や県外の定時制高校の先生 と同

じテーブルにな り、みんなが錦織 さんの実践を興味深 く

聴いてくださったそ うだ。

錦織さんは現在福井県で教員をしている。先生になっ

た錦織 さんと、いっかまた外国にルーツを持つ子 どもた

ちの学習支援ができたら嬉 しく思 う。たとえ再会できな

くても、本プロジェク トにかかわってくれたメンバーが、
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福井県で教員 として活躍 している事実が、 自分の大きな

励みとなっている。

2)2つ の異なる支援形態が同時進行 し調整に蹟 く(福

井市K中 学校)

2015年 度、K中 学校での支援は前年度からの放課後支

援 に加え、新たに通常の時間割のなかに入っての支援が

始まった。まず、放課後支援であるが、中学3年 生になっ

たフィリピン出身のCち ゃん、中学2年 生になったフィ

リピン出身のKO君 が前年度か ら継続 して参加 した。そ

こに中学1年 生で 日系ブラジル人のAち ゃん とHち ゃ

ん、そ して秋には、来 日したばか りの中学3年 生でフィ

リピン出身のAJち ゃんが加わった。支援者は前年度に続

き教育地域科学部3年 生になった片川 さんと教職大学院

生となったポー リンさん、そして新たに工学研究科のY

さん と教員研修留学生数名が参加 してくれた。支援の形

態は学生 と相談の上、子 どもたちが勉強 したいものを白

由に持って くることを基本 とした。子 どもたちは国語、数

学、理科、礼会、英語等実に様々なものを持ってやって来

た。学生たちはどんな教科が持ち込まれても、子どもたち

と 「共に学ぶ」姿勢でかかわってくれた。メンバーの専門

が多岐に渡っていたこともよかった。例えば、子どもと 一

緒に解いている数学の問題が分か らなくても、数学の得

意なメンバーがそこに一緒に加わ り共に考え進めること

ができた。

放課後支援に加え、秋からはCち ゃん とKO君 への個

別支援が始まった。Cち ゃんはその年に、KO君 は翌年に

受験を控えていたため、学校の先生から相談を受け、始め

ることにした。Cち ゃんとKO君 にそれぞれ週に1～2時

間在籍 している学級か ら抜けてもらい、受験科 口である

英語 と数学の支援を行った。この個別支援にはYさ んを

含む3名 の学生がかかわってくれた。

結果から述べると、私はこの個別支援のコーデ ィネー

トを上手 く行 うことができなかった。 子どもが欠席 した

場合、あるいは学生が大学の試験等でどうしても都合が

っかず休む場合、支援 自体が休み となる。学校行事による

時間割の変更も度々起きた。放課後支援は来ている子 ど

もたちも多くこちらもチームで動いているため、子ども

が欠席 した り学生の都合が悪 くなった りして も柔軟に対

応できる。 しかし、時間割のなかに入っての1対1の 個

別支援ではそれができない。また、支援にかかわる学生が

孤独になる等の課題 も浮き彫 りとなった。

しか しなが ら、私が二つの異なる支援の調整に蹟いて

いる問も子 どもには大きな成長があった。秋以降、Cち ゃ

んは放課後の教室に来ないこともあったが、個別支援 を

担当している学生からはCち ゃんのカが伸びているとの

報告を受けていた。特に高校入試の英語の過去問題 を解

くスピー ドがEが り、自信 を深めているとのことだった。

個別支援 と放課後支援の両方にかかわってくれているY

さんも、私をは じめ放課後支援のメンバーに個別支援で

のCち ゃんの様子をよく報告 してくれた。そのためCち

ゃんが放課後の教室に来なくても過度な心配をせず、Cち

ゃんがいつか来て くれ ることを待つことができた。受験

が目前に迫 りつつある年明け、Cち ゃんは面接の練習 シ

ー トを持って放課後の教室に現れた。Cち ゃんは兄のK

君が進学 した定時制高校への入学 を希望 していた。その

高校には英語や数学の他に面接試験がある。Cち ゃんが

持ってきた練習シー トには、面接試験で質問 されること

が予想 される項 口が20ほ ど記されていた。Cち ゃんは質

問項 ロへの模範解答を作成 してお り、それ を覚えようと

何度 も声に出して読んだ。 しかし何度 目かの練習の際、

「頑張っても覚えられない」、「自分は 口本語が下手だ」と

言って泣き出 した。その様 了を見た片川 さんが、模範解答

ではなくCち ゃんの言葉で伝えられるよう質問に対す る

答えを 緒 に書き直していってくれた。片川 さんはCち

ゃんの今までの歩み、例えば中学2年 生の時 目本人の友

達 と上手におしゃべ りができるように口本語の練習を頑

張ったこと、口本語が分か らず悔 しい思いや寂 しい思い、

不安な思いをたくさん したこと、そ してそれ らを乗 り越

えて今ここにいることを一番よく知るメンバーである。

片川 さんはCち ゃんと再びおしゃべ りをしながら、中学

生時代に頑張ったこと、この高校に入 りたい理由、将来の

夢などの質問項 目を一つ一つゆっくり丁寧に、Cち ゃん

の言葉で伝えられるよ う言葉を紡ぎ出 していって くれた。

Cち ゃんは無事志望校に合格 した。 前年、兄のK君 た

ちは高校合格 と同時に放課後の教室に来なくなったが、C

ちゃんは合格 した後も卒業するまでの問放課後の教室に

顔を出してくれた。そして、来 日して問もないAJち ゃん、

中学2年 生のKO君 、中学1年 生のAち ゃん とHち ゃん

に 「自分のようにならないよう今か らよく勉強 しておく

よ うに」とア ドバイスをした り、片川さん ら支援メンバー

とお しゃべ りをしたり数学の勉強を したりして過ごした。

3)こ れまでの経験が通用 しない(福 井市H小 学校)

2015年 度は上述の支援に加 え、10月か ら福井市H小 学

校(以 ド、H小 学校)に 在籍す るE君 と0君 への学習支

援が始まった。きっかけは、公益社団法人ふ くい市民国

際交流協会(以 下、ふ くい市民国際交流協会)と 福井市教
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育委員会が、私とH小 学校をつないでくれたことによる。

E君 と0君 は目本人の父親 とフィリピン人の母親 を持つ

小学2年 生の双子の男の子である。二人は口本生まれ 口

本育ちで、母親が口本語で二人を育てていることもあり

フィリピン語を理解 しない。支援は週に1回 刀曜 日の1

時間 目(45分)の 時間に、E君 と0君 を在籍する学級か

ら取 り出す形で進めた。この時間二人のクラスでは国語

の授業が行われてお り、E君 と0君 は最近国語の授業に

あま りついていけていないとのことだった。E君 と0君

は 一見 目本語をよく話す。しか し、単語での会話が多く、

少 し考える問題になると「分からない」を繰 り返す。また、

0君 は文字が逆 さになる等の特徴があった。

二人がフィリピン語をほとんど理解 しないため、支援

は 日本語で進めることにした。 母語を挺 子にしない支援

は私にとって初めてのことであ り、正直どうしたらよい

か分からなかった。支援は私 と教職大学院生のポー リン

さんとで始めた。この年度は国語 と算数を中心に行った。

いずれも図や写真を用いた り、道具の操作を介 した り、丁

寧にや りとりしたりしながら進めた。毎回終わ り5分 前

になると、2人 は教室のなかでかけっこを始めた。その様

子を見ながら、 この支援で自分たちが彼 らにどれだけの

ことができているのか分からず、焦 りだけが募った。

そ うしたなか、年度末にE君 の担任の先生と話す機会

があった。担任の先生は、最近E君 が落ち着いてクラス

での学習に取 り組んでいること、最近はできることが ど

んどん増え、作文 もよく書 くようになったことを教えて

くれた。その先生は月曜 日の1時 問 目に本プロジェク ト

による支援があることが理由ではないかと話 してくれた。

週の始ま りの時間に兄弟が 緒 に彼 らのペースで勉強で

きること、そのことがE君 の1週 間の安定につなが り学

力も仲びているのではないかとのことだった。毎回の1時

間の支援をどうするかに悩んでいた 白分に とって、担任

の先生か ら語 られ るE君 の成長、そ して先生の見方は驚

きであり、 目から鱗であった。

4)2年 目 をふ り返 って

この年はより多くの子 どもたちのことを思い、本プロ

ジェク トを拡大 しようとしたが、コーディネー トが うま

くいかず蹟いた年だった。私はプロジェク トの拡大は、メ

ンバーさえいれば実現できると勘違いしていた。また、福

井市H小 学校では、自分のこれまでの経験が通用 しない

経験もした。私は本プロジェク トの2年 目をふ り返った

実践記録(半 原2016)の なかで、その時の気持 ちを次の

ように書き記 している。

支琵購 に究立 ちE君 ま0君 の掲 任の兜塗に話をうか

、がった。ニス 、とらフィグど゚ン語はまった ぐ話 さないこま、

お母さん、が ピβ婦 を母語、とナるスノからみれ〆ガ つたなク、

β締 で子淳でを乙で〃、る羨子だ 、とのこ、とだった。 これ

までのβ分 の務鋭か らナると、どんな〆こ弱 ぐでら子ど ら

なβ分 の母房6お 母さんの認 を持 っでいく5なずであク、

E君(と0君 に母語 ピブイ∫ノどン譜ジ どβ添語 で学習を差

めるこどが できると考え で〃、た。∠中硲7嬢 初β、撒 ぐ

さぞうに纏 にス っできた1∫君 ま0君 にポー∫ノンさん汐∫

フイノどン語 で撰拶 をナるが1ニ ス なきよまん ましでい

る。 そこか らポー〃ンざんがのぐつか フィ〃どン゚語 で話

し、か〆プるらののニスか らなまつた ぐ酪)が な儒 担在の

宏塗のお っしゃる遍 ク、E君(と0君 なフィグどン語が分

か らな〃、のだ2馨 した。

その後、複数の公立小中学校で本プロジェク トを進め

るなかで、E君 と0君 と同じように母語をまったく理解

しない子 どもたちにも出会い、またその他にも自分の既

有の経験が通用 しないことに直面 している。その度にど

うした らよいか分からず立ち止まって しま うが、その際

一人で判断す るのではなく
、学校の先生方や本プ ロジェ

ク トのメンバーの見方や考え方を 」寧 に聴 き取るように

している。そ して、そのもとで調整を行い、上手くいかな

いと感 じても、す ぐそのアプ ローチを取 り下げるのでは

なく、何度かやってみるなかで可能性や課題を探 り、次の

調整を行 うよう心がけている。

コーディネーター としてもがくものの、この年は自分

がコーディネーター コミュニテ ィの層のなかにいること

に気づき始め、やや安堵できた年でもあった。コーデ ィネ

ーターコミュニティの一つ 目の層は、福井大学教職大学

院での院生およびスタッフとの協働探究である。同教職

大学院の刀間合同カンファレンスでは、現職の院生の先

生方か ら学校づ くりや教師のコミュニテ ィづ くりにおけ

る挑戦や試行錯誤を聴 くことができる。また、院生の長期

実践研究撮告書を読み解 きながら、そこでの判断や知恵

に触れることができる。二つ口の層は、私が運営メンバー

としてかかわっている福井大学履修証明プログラム 「学

び合 うコミュニティを培 う」での公民館主事をはじめと

す る地域コーディネーターの方たちとの協働探究である。

地域における極めて複雑かつ答えのない課題 を、住民の

力を培いながら解決す るプロセスをつ くりだす地域 コー

デ ィネーターたちの実践およびその過程には大いに学ぶ

べきところがあり、励まされ る。

福井大学教職大学院や履修証明プログラムにおいて学
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校の先生や地域の支援者たちの実践 とその省察の聴 き取

りを重ねるなかで、また自身も同 じように実践 を語 り、ふ

り返 り、記録するなかで、自分の実践がゆっくりと捉え返

されてい く。私は、白分よりずっと複雑な状況のなかで模

索を続けている人たちが隣にいて、その方たちと共に学

び合える環境のなかにいる。失敗 し、不安が尽 きない年で

あったが、この年はコーデ ィネーターコミュニティに身

を置けていることへの安堵 とそこでの学びが、コーディ

ネーター としての自覚を保 ち支える要 となった。

また、この年度は福井大学の地域貢献事業に応募 し採

択され、多額ではないものの予算を得ての活動 となった。

交通費程度ではあるが、本プロジェク トにかかわって く

れているメンバーに謝金を渡す ことができ、教材や文具

の補充ができた。計画書を作成 し、予算を獲得 し、運用す

る 連 の経験のなかで、私 自身本プロジェク トの意義を

改めて考えることができ、その前進が可能 となった。

3.プ ロ ジェク トをコミュニテ ィと して捉え、 コ ミュニ

テ ィを培 うために必 要な要件 を考 え始 める(2016年 度)

1)子 どもが自身の支援を継続させていることに気づ く

(中国出身Mち ゃんへの支援)

2016年 度 とな りMち ゃんは小学4年 生になった。母語

支援の担 当は前年度か ら引き続 き王 さんが、 口本語支援

は卒業 した錦織 さんに代わり{さ んと同 じ教育学研究科

2年 生の福家さんが担当してくれることとなった。福家さ

んはMち ゃんの支援では初めての男性の支援者である。

王さんと福家さんの息の合った連携で支援は順調に進み、

Mち ゃんはあいかわ らず休まず よく通った。

後期にな り王 さんが就職活動の準備で忙 しくなったた

め、{さ んの紹介で工学部の中国人の研究生が母語支援

を担当してくれることとなった。新 しい体制 となった1刀

のある日、Mち ゃんの提案で 日本語のカルタ作 りが行わ

れた。 日本語カルタの作成は、昨年度Mち ゃんが錦織さ

んと王 さんと 渡 行っている。Mち ゃんはその時に作っ

たカルタをきれいなポーチに人れ大切に保管 していた。

Mち ゃんはポーチからかるたを取 り出し、福家さん と新

しい支援者である研究生 と一緒 に、カル タの札のバージ

ョンアップを試み始めた。去年 は書けなかった漢字を書

き、英単語にも挑戦 した。Mち ゃんが新 しい支援者 と楽

しそ うにカルタをしているのを見て、Mち ゃんの支援が

ここまで継続 しているのはMち ゃんがいるからなのだ と

気づいた。Mち ゃんの支援なのでMち ゃんがいることは

当た り前であるが、私はこれまでMち ゃんの支援が継続

できている要囚 として、支援者である学生が次の支援者

に引き継いでいることのみに注目していた。しかし、カル

タ遊びで 目にしたのは、Mち ゃん自身がこれまで(前 年

度)の 学習を新 しい支援者 と共有 し、その支援者 と共に学

習を吏新 している姿だった。Mち ゃんの支援の継続は、

Mち ゃん 自身によっても推 し進められている。

3月 、福家さんが卒業 した。福家さんは次の支援者の一

助になれば と、Mち ゃんの支援において作成 してくれた

すべてのワークシー トを私にデータで送って くれた。福

家 さん作成のワークシー トには、Mち ゃんの成長過程に

寄 り添ったたくさんの工夫が凝 らされていた。そ こには

昨年度の錦織 さん と同 じく、福家 さんのたくさんの試行

錯誤 とチャレンジの積み重ねがあることがうかがえた。

2)子 どもと支援者の世代継承サイクルを考え始める

(福井市K中 学校の支援)

2016年 度、K中 学校の放課後の教室には中学1年 生か

ら3年 生までの生徒が揃った。中学3年 生になったフィ

リピン出身のAJち ゃんとKO君 、中学2年 生になった 日

系ブラジル人のHち ゃんとAち ゃん、そ して新たに中学

1年 生で来 目したばかりのフィリピン出身Nち ゃんであ

る。Nち ゃんの参加 を、AJち ゃんとAち ゃんが殊吏喜ん

だ。AJち ゃんはNち ゃんにフィリピン語で声をかけ、A

ちゃんは英語 と口本語 とジェスチャーを駆使 しながらN

ちゃんに話 しかける。一二人 ともNち ゃんのお姉 さんのよ

うであ り、それはまるで前年度卒業 したCち ゃんが自分

たちに して くれたことを年下のNち ゃんに行っているよ

うでもあった。

この年度、本プ ロジェクトにK中 学校の卒業生である

教育地域科学部の学生が加わってくれた。さらに、福井大

学 の グ ロー バル ハ ブ(GlobalHub)のSC(Student

Coordinator)た ちがこの取 り組みに賛同し手伝ってくれる

よ うになった。SCは 福井大学で国際交流活動を推進する

学生たちで、異なる学年、異なる学部 ・研究科、多様な国

籍のメンバーか ら成る。SCか ら常に3～5人 がK中 学校

の支援に参加 して くれ るようにな り、支援が 気 に安定

した。また、これまでインターンシップがあるため教職大

学院の教職専門性開発 コース(現 在は、同コースは授業研

究 ・教職専li[」性開発コースとなっている)の 院生の参加は

難 しかったが、この年から1年 生の佐藤琢磨 さんが手伝

ってくれるようになった。

子 どもたちが中学1年 生か ら3年 生まで揃い、支援者

である学生たちも学部1年 生か ら大学院生までが揃った。

その状況のなかで、私は次第に 「世代継承サイクル」を意
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識するようになった。正確には、私が意識す るより先にそ

のサイクルがすでにまわ り始めてお り、私の認識が追い

っいた といった方が適切かもしれない。中学3年 生が中

学2年 生を、中学2年 生が中学1年 生を気遣い、放課後

教室 とい うコミュニティの継続の輪を廻 している。それ

は支援者の学生間において も同 じである。子 どもと学生

それぞれの世代継承サイクルが両輪 とな り、コミュニテ

ィが発展 している。

私がそのような世代継承サイクルを意識 し、それがコ

ミュニティの発展のために大事であると思い始めた11月 、

中学3年 生でフィリピン出身のKO君 が学校に来られな

くなった。KO君 は、これまで打ち込んできた部活動を引

退 した秋以降、学校に来ることがだんだん難 しくな り、11

月にはほとん ど来ることができな くなって しまったので

ある。K中 学校の先生方とKO君 のことを相談した際、

先生方か ら、まずはKO君 が週に1回 放課後教室に来る

ことを目標にしたいこと、そのために前年度卒業 したC

ちゃんを放課後教室の支援メンバーにしてはどうかとの

提案をいただいた。KlO君 はCち ゃんを姉のように慕っ

ていた。Cち ゃんが来ればKO君 も放課後教室に来てく

れるかもしれない。結局それはCち ゃんの都合がつかず

叶わなかったが、世代継承サイクルを意識 していた私に

とってその意義は十分に理解でき、またそのような提案

をして くだ さったK中 学校の先生方に頭が下がる思いで

あった。

年末、福井大学にて冬休みの学習教室を3日 間(12刀

26、27、28日)開 いた。それはK中 学校 とN中 学校(後

述)の 子どもたちのために開設 したものであったが、裏の

意図として、そ こに冬休みなら参加可能だと占うCち ゃ

んを誘い、KO君 に来てもらお うとい うのがあった。K中

学校の先生方も賛同してくださり、KO君 や放課後教室に

来ている生徒たちがその学習教室に通いやすいよ うにと、

K中 学校から福井大学までタクシーを用意 してくださっ

た。そ うしたなか、ついにKO君 がCち ゃんと一緒にや

って来た。KO君 はその教室に来ている外国にルーツを持

つ他の子 どもたちや、支援者である福井大学の学生たち

とよく笑いよく勉強した。冬休み後、KO君 はK中 学校

での放課後の教室に再び来るようになった。そして、本プ

ロジェク トのメンバー らと高校受験のための勉強 を頑張

り、無事志望校に合格 した。

3)探 究的な学習に挑戦 し、子どもの成長と学生の成長

の連動性に目を向ける(福 井市H小 学校)

この年、福井市H小 学校の支援に新 しいメンバーが加

わった。国際地域学部1年 生の大戸彩未 さんである。大

戸 さんが加わって くれたことで、E君 と0君 の支援は大

きく前進することとなる。3年生になった二人は変わらず

勉強そっちのけで教室のなかを元気 に走 り回った りす る

のだが、大戸さんはE君 と0君 が、絵 と虫が好きなこと

に気づき、虫の観察をして気づいたことを4コ マ漫画 と

して絵 と文章で書 く学習を提案 してくれた。また、ハ ロウ

ィンの時期には、お化けを題材にした学習を考えてくれ

た。大戸さんの参加 と提案のおかげで、E君 と0君 の学

習は教科を横断するアプローチのものへ と、少 しずつ向

かっていった。例えば、秋にはダンゴムシの観察からダン

ゴムシの特性(壁 にぶつかったら右に曲が り、次は左に曲

がる)を 見つけ出 し、「ダンゴムシ迷路」をつ くった。そ

こから、ダンゴムシが移動 した距離をもとに算数の学習

(足し算)を 行った。そのよ うな学習の積み重ねのなかで、

E君 と0君 はできなかった計算ができるようになった り、

単語の羅列から文章で自分の気持 ちや考えが表せた りす

るようになった。そ うした二人の成長に気づき私に教 え

てくれたのも、大戸 さんだった。

大戸さんは、将来 日本にいる外国人の支援や 日本語を

教える仕事をしたいこと、国際地域学部では3年 次に半

年および1年 間の長期留学をす ることになっているが、E

君 と0君 の支援を通 じアジアに留学することを考え始め

ていると教えてくれた。子 どもの成長 と学生の成長が連

動 し合っていることを、E君 と0君 、そ して大戸 さんが

教えてくれた。そこから私は、このプロジェク トを通 じ子

どもと支援者の両者がより良く成長 し合 うことをどうコ

ーデ ィネー トできるかを考えるようになった。

4)コ ーディネーター コミュニティを意識する(福 井市

N中 学校での支援)

2016年 度、新たに福井市N中 学校(以 下、N中 学校)

で、フィリピンから来 日したばか りの中学2年 生Mち ゃ

んへの学習支援を始めることとなった。N中 学校ではM

ちゃんが、おそ らく初めての外国籍の生徒であるとのこ

とだった。N中 学校は福井大学からバスで50分 ほどの遠

方にある。支援 に行って帰ってくると半日かかることか

ら、支援者のチーム編成には工夫が必要だと思った。

Mち ゃんはフィリピンでは英語で教育を受けてお り、

フィリピン語 よりもむしろ英語を学習占語 としている生

徒であった。そのため支援のはじめの時期は、英語を話す

留学生に支援 をお願いしたい と思った。幸い長期間は難

しくても短期間であれば参加できるとい う交換留学生が

数名いた。週毎や刀毎に担当を決 め、Mち ゃんへの支援
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を開始 した。週や月毎に担当が変わることを少 し案 じた

が、N中 学校の先生方 とMち ゃんはむ しろそ うした変化

を楽 しんで くれた。特に、教頭先生は支援をよく見に来て

くださり、また支援後に留学生をMち ゃんの学級の給食

に誘って くださった。おかげで、留学生はN中 学校の生

徒たちとの交流 も楽 しむことができた。また、教頭先生は

支援の様子を、私に丁寧にメールで知らせて くだ さった。

そ うした教頭先生 とのや りとりのなかで、私は教頭先生

が 一緒に学生の成長 を見守ってくれていることに気がつ

いた。その気づきから、自分が 一人で学生を見守るのでは

なく、学校の先生 と共に見守 るとい う視点を持つ ように

なっていった。

4月 か ら9月 まではいろいろな国の留学生がMち ゃん

の支援を担当してくれた。交換留学生の多くは、10月 に

来 目して9月 に帰国する。支援にかかわってくれた留学

生たちとの話のなかから、 目本の生活に慣れた4月 か ら

9月 すなわち留学期間の後半は社会的な活動に参加 しや

すく、またそのことを希望 している学生が多いことが分

かった。10.月以降すなわち留学生の入れ替わ りの時期で

あ り、留学生たちは 日本の生活 に慣れ ることに一生懸命

なときは、SCの メンバーがN中 学校の支援にカを貸 して

くれた。特に、教員採用試験が終わった4年 生の 日本人

SCがMち ゃんの支援にかかわって くれた。

N中 学校は大学から遠 く、私が毎回同行 して学生のサ

ポー トをす ることが物理的に難 しい。は じめは不安だっ

たが、教頭先生が一緒に学生を見守ってくださることで、

不安が次第に安心へ と変わっていった。「教頭先生は本プ

ロジェク トの応援団である」とい う認識に至った時、本プ

ロジェク トは私 一人がコーデ ィネーターではないのだ と

安堵 した。以来、学生とのコミュニケーションを大事にす

るのはもちろんであるが、教頭先生 とのコミュニケーシ

ョンを殊更大事にす るようになった。教頭先生 とのより

良いコミュニケーシ ョンは、自身のコーディネー ターコ

ミュニテ ィを耕す ことでもあ り、そのことはひいては子

どもと本プロジェク トのメンバーである学生のより良い

成長を支えることにつながるのである。

5)多 様な専門家 との協働の必然性に気づく(福 井市J

小学校)

2016年 度は福井市J小 学校(以 下、J小 学校)で の支援

も始まった。来 日したばか りの中国出身で小学1年 生の

R君 への支援である。R君 は身体的な特性を含め、いくつ

かの点で特別な支援を必要 とす るお子 さんであった。私

にとって特別な支援を必要 とす る子 どもへの支援は初め

てのことであり、学校や関係機関、保護者 とのより一層の

連携が必要になると思った。

10.月から始まったこの支援には、E海 からの交換留学

生 と科 目等履修生の宋 さんが力を貸 してくれた。はじめ

はR君 が在籍する学級に一二人が入 り込む形だった。教室

を飛び出すR君 につき添った り、先生の言葉 をR君 に中

国語で伝えた り、心配 して学校にやって来るお母さんと

情報交換をした りすることなどを行 った。しばらくして、

R君 は特別支援学級に移 ることとなった。以降同じ入 り

込みのスタイルではあるものの、支援者の二人は、実際は

特別支援学級全体にかかわるよ うな形 となった。特別支

援学級に在籍する子 どもは、R君 を入れて4名 である。3

名の子どもたちは一番年少のR君 を気にかけ、また留学

生 と宋 さんをよく慕ってくれた。特別支援学級の担任の

先生や特別支援 コーデ ィネーターの先生 も留学生 と宋 さ

んとよくコミュニケーションをとってくれた。J小学校で

の支援は、特別支援学級の担任の先生、R君 、3名 の子 ど

もたち、留学生、宋 さん、お母 さん、そ して特別支援 コー

デ ィネーターの先生が、さながらチームとなって動いて

いるように見えた。J小 学校 を訪れた際、私は留学生と宋

さんだけでなく、できるだけ 「チーム」の全員 と話をす る

よ う心がけた。

特別な支援が必要な子どもへの支援 とい うことで、判

断に迷った時は、特別支援教育が専門で同僚の笹原未来

先生に相談 した。そ して、いただいた視点やア ドバイスを

もとに、留学生 と宋 さんと一緒にR君 の支援のあり方 を

検討 した り見直 したりした。留学生 と宋 さんの話を聴 く

ことも大事にした。二人いわく、中国には 「特別支援教育」

とい うものがない とのことである。 二人は戸惑いや不安

を私に率直にぶつけてくれるとともに、R君 の 目々の成

長を喜び、嬉 しそ うに報告 してくれた。

6)3年 目 をふ り返 って

この年は、遠方にあるN中 学校、そ して特別支援が必

要なR君(J小 学校)へ の支援 とい う、「初めて」を二つ

経験 した。数年前の私だったら、いくつかの支援が走って

いるその上に、この二つの新 しい支援を始める決心はつ

かなかっただろう。支援が拡大することに対 し、不思議 と

「怖い」とい う感覚はそれほどなかった。いや、その感覚

はあったが、自分のなかで次第に調整 されていったとい

う方が正 しいかもしれない。それは12月 に明治大学で行

われた 「実践研究東京ラウンドテーブル」で、東京学芸大

学の倉持伸江先生 と、倉持先生の授業を履修する学生が

取 り組む社会教育活動の受け入れ先の方 とのや りとりを
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聴いたことが大きい。

倉持先生の授業では、学生が社会教育をテキス トで学

ぶのではなく実践 しながら学んでいる。学生の人数はか

な りの数にのぼり、市町を越え広域で活動 している。東

京 ラウン ドテーブルで、私は倉持先生 と、その活動の受

け入れ先の一つである、ある機 関の代表の方 と同 じテー

ブルになった。 「明 日から学生がお世話になります」 と

挨拶する倉持先生に、その受け入れ先の方が 「任せて く

ださい。学生 さんたちを受け人れるためにきちんと組織

をつくってあります」と答えていた。そのや りとりを聞

いた時、個人 と個人ではなく、コミュニティとコミュニ

ティが出会い協働実践 を行 っているのだと思った。倉持

先生は学生のコミュニティ(組 織)を 耕 し、受け入れ先

の方はそこでのコミュニティ(組 織)を 耕 している。そ

れぞれのコミュニティにおいて、多様な年齢、興味、関

心、意見、背景を持った人たちが集まり、経験や世代の

継承サイクルを意識 した学習が展開されている。私は倉

持先生に、プロジェク トが拡大 していくなかだんだん 目

が届きにくくなっていること、何か起きたらどうしよう

と思っていることなど、自分の不安を打ち明けた。する

と、倉持先生は 「私 も不安で怖いですよ」と共感 してく

ださった。私から見れば、倉持先生の実践は何 も危なげ

ないように見えた。 しかし、やはり同じ気持ちを持って

おられ、そのなかで過度に心配 し活動を小 さくまとめた

り管理 した りしよ うとするのではなく、学生のコミュニ

ティ、コーディネーターコミュニティを耕す ことで活動

を展開されている。以来、私もプロジェク トを 「拡大す

る」方向性を眼差 しながら、学生たちのコミュニティ、

さらには自身のコーディネーターコミュニティを耕すこ

とを考えている。

4.プ ロ ジェク トの発展 のため、 分散型 コ ミュニティ を

意識 した実践 を行 う(2017年 度)

2017年 度は上記支援に加 え、新たな支援がいくつか始

まった。開始 した順に、福井市P小 学校、福井市M小 学

校、福井 市M中 学校、福井市E小 学校、そして越前市武

生南小学校である。ここまで継続 してきたMち ゃんへの

支援、福井市K中 学校、福井市N中 学校、福井市J小 学

校への支援は、いずれ も継続 して行われた。ここでは、主

にこの年新 しく始まった支援の動きを書いておく。

1)福 井大学の学生以外の支援者による支援(福 井市P

小学校)

P小 学校に、中国出身の6年 生の0君 が転入 してきた。

学校 より0君 は日本に来たばか りで、まった く日本語を

話 さないとの相談をいただき、4.月か ら学習支援を開始す

ることとなった。本支援にはJ小 学校で支援をしてくれ

ている宋 さんと、福井工業大学の学生がかかわってくれ

ることとなった。福井工業大学の学生は、中国にルーツを

持っKさ んである。中学生の時に来 目して以来ずっと福

井にお り、高校、大学 と進学している。白分も子 どものと

き大変な思いをしたからと、本支援 に快 くカを貸 してく

れることとなった。宋 さんは、中国では 日系企業に勤めて

お り、 日本人の男性 との結婚を機に来 日し福井に住んで

いる。前年度は福井大学の科 目等履修生だったが、2017年

度は履修 していない。つま り、P小 学校での支援は、福井

大学の学生ではない二人が進めてくれることとなった。

0君 への支援は、はじめは取 り出し支援の形から始ま

った。そこでは、加配の日本語指導の先生 と宋 さん、Kさ

んが協力 し、主に日本語や国語の学習支援を行った。しか

し0君 が、家庭科が好きなことか ら、家庭科の授業に入

り込む うちに、次第に宋 さんとKさ んが他の教科におい

ても0君 の学級に入 り込む形で支援を行 うこととなった。

宋 さんとKさ んとで時間をず らしながら(宋 さんが1時

間口と2時 間口、Kさ んが3時 間 口と4時 間 口)週 に1

回、半 目の支援を行った。宋 さんは授業中0君 の隣に座

った り後方か ら見守ったりす るスタイルで、Kさ んは0

君には友達が必要 との思いか ら授業中のサポー トに加え、

休憩時間中に0君 とクラスの友達とのや りとりをつなぐ

働きかけを行っていた。

P小 学校での支援で特筆すべきことに、0君 の担任の先

生 と宋 さん、Kさ んの連携 により異文化理解教室が行わ

れたことが挙げ られる。担任の先生は0君 を常に気にか

け、0君 の行動に違和を覚えてもす ぐに判断せず、行動

の背景にある文化や習慣 を理解す ることに努めていらっ

しゃった。担任の先生の企画で、6刀 に 「0君のことをも

っと知ろう」とい う目的で、担任の先生、宋 さん、Kさ ん

とが協力 し、異文化理解教室を行 うこととなった。当 日は

0君 のクラスだけではなく、6学年の子 どもたちみんなが

集まった。宋さんによって中国の文化や習慣、学校生活が

紹介 され、0君 が中国の学校でよく行っている体操を紹

介 した。0君 は恥ずか しが りながらも、みんなが中国の

ことを知ろ うとしてくれていることを喜んでいる様 了だ

った。異文化理解教室終r後 、クラスの友達が0君 に 「放

課後遊ぼ う」 と声をかけており、それに0君 が笑顔で応

じていた。

4月 に口本語がまったく分からない0君 が転入 してき

て、担任の先生も子 どもたちも、そ して何より0君 が頑
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張 り、この6月 の異文化理解教室が学級の再出発 となる

予定だった。 しかし、0君 は7月 に急遽中国に帰ること

となった。0君 は学校が大好きだったが、やは り馴れな

い上地での生活は、彼にとっては大変だったようだ。口本

にいる親の元から離れ、中国の親戚を頼 りに中国で進学

するとい う彼 自身の決断であった。担任の先生もP小 学

校の先生方も、0君 の帰国を心か ら寂 しがっていた。0君

は先生や友達への感謝の気持ちを中国語で書き、それを

宋 さん とKさ んが目本語に訳 しみんなの前で伝 えた。そ

れは0君 の真心がこもった、とても温かい手紙であった。

こうして0君 の支援は、短い期間で終了となった。

2)教 員研修留学生の参加(福 井市M小 学校)

2017年9月 に福井市M小 学校の校長先生から連絡が

あ り、同校の小3と 小1の フィリピン出身の姉弟 に支援

を行 うこととなった。特に小3のKち ゃんが、授業中固

まって しまうそ うで、先生方が心配 されていた。支援は週

に1回 、.月曜 口の1時 問目と2時 問目の時間帯に うかが

い、一二人を在籍級から取 り出す形で、英語と日本語で国語

の学習を行 うこととなった。 うちではフィリピン人の両

親 と英語で会話をしていること、そして二人がまだ幼 く、

英語を忘れてしま う(ダブル リミテ ッドの恐れがある)と

の判断か ら、この形を取ることにした。本支援には、教育

地域科学部3年 生の伊藤瑛里 さん、国際地域学部2年 生

の安藤朱音 さん、そ してブータンからの教員研修留学生

のSさ んが力を貸 してくれることとなった。後に、国際

地域学部2年 生の遠藤優海 さん、工学部3年 生のTさ ん

が加わることとなる。

教員研修留学生 とい う制度であるが、それぞれの国や

地域の学校の先生が、最大1年 半国費留学生として 目本

で研究活動を行 うものである。Sさ んは、ブータンの理科

の先生である。これまで多 くの留学生が本プ ロジェク ト

に参加 してくれてお り、過去に教員研修留学生が力を貸

して くれたこともあったが、本格的にかかわってくれた

のはSさ んが初めてである。これまでの教員経験にもと

つくSさ んのKち ゃんとJ君 への接 し方に、私 も日本人

学生もた くさんの刺激 を受けた。Sさんは日本人学生との

協働 を楽 しみ、責任を持ってかかわってくれた。海外の現

職教員である教員研修留学生の参加により、本プロジェ

ク トにおけるコミュニティメンバーがさらに多様になっ

たと感 じた。

姉のKち ゃんと弟のJ君 は とても仲が良い。 しか し、

支援中喧嘩をすることもしょっちゅ うで、勉強 どころで

はなくなってしま うこともある。Sさんも日本人学生たち

も、二人のそ うした様 子を温かく見守って くれる。兄弟喧

嘩 も休憩中のお絵かきやか くれんぼも、本支援における

大事な出来事であり、そこから彼 らの成長が見て とれ る

こともある。 一見些細にみえる出来事や状況も、M小 学

校の支援者間で丁寧に共有す るようにしている。

3)工 学部の学生による支援(福 井市M中 学校)

10月 にふ くい市民国際交流協会より、M中 学校のフィ

リピン出身の女の子Mさ んへの学習支援の打診をいただ

いた。越前市から福井市に転人 してきた生徒だとい う。M

中学校の校長先生および教頭先生とも相談 し、早速Mさ

んへの支援を開始する運びとなった。

Mさ んは英語が堪能であることか ら、英語が得意な工

学部2年 生のTさ んにお願いを してみた ところ、快諾 し

てくれた。Tさ んは、これまで夏休みや冬休みの学習教室

を手伝って くれていた。工学部の学生は、これまで時間割

の違いや実験等の関係により、教育地域科学部お よび国

際地域学部の学生 との協働がなかなか叶わなかった。今

回も、Tさんの予定に合わせ るとその調整が難 しかった。

そのため、Tさ んに同じ工学部の学生を誘ってもらった

ところ、同 じゼ ミのSさ んが興味を持ってくれたとのこ

とで、本プロジェク ト初の工学部の学生のみによるチー

ム(ペ ア)が 誕生 した。

M中 学校の教頭先生からは、二人が とても熱心に取 り

組んでくれていること、Mさ んが二人に心を開きいろい

ろ話しているようだとうかがった。Mさ んがいつ もと違

う様 子であれば、二人は教頭先生に報告し、ある時その情

報がきっかけで、担任の先生が学級でMさ んをフォロー

できたことがあるとい う。私が、なかなか顔が出せない支

援の つ であるが、教頭先生が見守ってくださってお り、

二人に安心 して任せることができている。

4)支 援を行った生徒が支援者として参加する(福 井市

E小 学校)

2017年 の冬、福井市E小 学校の教頭先生より、同校に

小3と 小1の フィリピン出身の兄弟が転入 してきたとの

連絡があった。その兄弟はフィリピンのある地方の出身

で、その地方の言葉(方 言)を 話す。タガ ログ語や英語 を

話す 日本語ボランティアがいるふくい市民国際交流協会

も、一二人がその地方の方言のみを話すため、支援が難 しい

状況であるとのことだった。幸い福井大学に、二人 と同 じ

出身のフィリピン人留学生を見つけることができた。工

学研究科のMさ んである。しか しMさ んは、平 日は実験

や研究で忙 しく、E小 学校に赴 き支援を行 うのは現実的
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ではなかった。

そこでE小 学校の二人の兄弟には、二つのサポー トを

考えた。一つは、ふ くい市民国際交流協会が隔週の木曜 口

の放課後に開講 している 「口本語サポー トクラス」への参

加、もう一つは、土曜 日に福井大学でMさ んと一緒に学

習するとい うものである。幸いE小 学校を通 じ兄弟の母

親 に連絡 を取ったところ、平日の夕方 と十日なら送迎が

可能とのことだった。こうして、E小 学校の二人の兄弟へ

の支援が始まった。

ふ くい市民国際交流協会の目本語サポー トクラスには、

前述の福井市M小 学校のフィリピンの姉弟が通っている。

ともに学年が同じ二つの家庭の兄弟が出会 うことで、子

どもたちにとっても、保護者にとっても、良い影響をもた

らしていることと思 う。また、十曜 日の福井大学の支援に

は、Mさ んの他に福井 市K中 学校の卒業生で現在 市内の

高校に通 うフィリピン出身のAJち ゃんが協力 してくれ

ることとなった。支援を行った生徒が支援者 となって く

れる口がこんなにはや く訪れ るとは、夢にも思っていな

かった。

一二人の兄弟 は、どこか特別な場所にでも川かけるよう

なテンションで大学にやってきて、Mさ んとAJち ゃん と

お しゃべ りしたり、算数や漢宇の勉強を した りしなが ら

楽 しそ うに過ごした。次年度、E小 学校での支援が始まる

ことになるのだが、上曜 ロクラスの問は、E小 学校 とは、

教頭先生に一二人の様子を定期的に伝えることでつながっ

ていた。

5)福 井大学教職大学院学校改革マネジメン トコースの

院生の先生 との連携(越 前市武生南小学校)

2016年 度、福井大学教職大学院の学校改革マネジメン

トコースに越前市武生南小学校で教務主任をされている

加畑重樹先生が入学された。越前市は福井県内において

外国人住民が最 も集住する地域であり、武生南小学校は、

全校児童の約1割 が外国にルーツを持つ 子どもとい う特

徴 を持つ学校である。加畑先生は多文化共生の学校づ く

りを展望 し、校内研修の充実やカ リキュラムの編み直し

に取 り組まれておられた。

本プロジェク トは、これまで福井市の学校を中心に展

開 してきた。 しかし、2017年 度は加畑先生との連携のも

と、武生南小学校でも学習支援を試みる運びとなった。遠

方であること、そ して子どもたちの人数も多いことから、

日時を決め、放課後に小 さな教室を開くスタイル をとっ

た。支援者は、通常の支援は授業があり難 しいが、その と

き どきの支援であれば参加 したい と言って くれていた学

生に声をかけた。当口は、子 どもたちと学生が一緒に宿題

をした り遊んだ りして、良い時間を過ごした と聞いてい

る。

当初の計両では4半 期に一度ずつ ぐらい行 う予定だっ

たが、コーディネー トが うまくできず、結局二回行 うに留

まった。主に教育地域科学部の学生が武生南小学校への

支援 を希望 して くれたのであるが、学生たちは教員採用

試験や教育実習の時期は参加が難 しかった。これまでの

経験か ら、留学生については年間のスケジュール等 を把

握 し調整できるようになっていたが、 日本人の学生につ

いては 自分の把握が ト分ではなく、結果武生南小学校へ

の支援がイベ ン トのような形になって しまった。加畑先

生にはとても申し訳なく、大いに反省す るところである。

方 、これまで 自分が取 り組み進めてきた活動が、教職大

学院の院生の先生の学校づ くりと結び合い連携できたこ

とは、貴重な経験であった。今後、外国籍住民の増加によ

り、教職大学院の院生の先生方の学校においても、外国の

子どもが増えることが予想 され る。その時に、その先生と

よ り十分な連携 ・協働ができるよう、本プロジェク トのコ

ミュニティを耕 し成長 させておきたい。

6)4年 目 をふ り返 って

この年は、その前の年に掴んだ 「コミュニティ」の視点

と知見を活か し、プロジェク トに取 り紅んだ年であった

と思 う。言い方を変えれば、それができる十壌があ り、感

謝の念を強く感 じた年だった。福井市P小 学校の支援で

は、福井市J小 学校で経験を積んでいる宋 さんがイニシ

アチブを取って くれた。福井市M小 学校の支援では、教

師経験を持つ教員研修留学生の存在が大きい。福井市M

中学校の校長先生は、長年支援が継続 している福井市K

中学校の元校長先生であ り、本プロジェク トを初期の頃

から応援、理解 して くれている方である。福井市E小 学

校の兄弟の支援 には、かつて支援 をしていた生徒が支援

者 としてかかわって くれた。越前市武生南小学校は、福井

大学教職大学院の院生の先生が教務主任をされている学

校である。

私は、それぞれの支援(コ ミュニティ)に おける協働 と

判断を深 く信頼 し、それぞれが分散型のコミュニテ ィで

あるとの認識か ら、前年度よりもう一歩 も二歩も下が り、

本プロジェク ト全体を見渡 しながら、それぞれの支援(コ

ミュニティ)の 状況を見守 り調整するよ う努めていたよ

うに思 う。それは、はじめから分散型コミュニティを耕そ

うとして取 り組んだことではないのだが、こうしてふ り

返ってみると、前年度に増 し、活動先が増えているにもか
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かわ らず、本プロジェク トの2年 口に経験 したような 「プ

ロジェク トを拡大 しようとして調整に失敗する」事態が

起きていない。そのため、この年の 自分の実践はそ うであ

ったと言えるだろ う。

また、この年は、本プロジェク トにおいて福井大学教職

大学院にかかわる先生方に出会 えた り、川会い直す こと

ができた りした年でもあった。越前市武生南小学校 につ

いては先述の通 りだが、その他にも、2015年 度 より支援

を行っている福井 市H小 学校には、福井大学教職大学院

の修了生の先生が教頭 として着任 され、これまで以上の

連携ができている。また、この年より支援を開始 した福井

市M小 学校には、教職専門性開発コースを修了した院生

が新採用の教諭 として着任 してお り、時々教室に来ては、

さりげないサポー トをしてくれ る。支援に うかが う学校

が増え、私が毎回は行けなくても、それぞれの学校で先生

方が学生を見守ってくださっている。「分散型 コミュニテ

ィ」を支えてくれている 「コーディネーターコミュニティ」

がある。私が東京ラウンドテーブルで目にした、東京学芸

大学の倉持先生 と、倉持先生の授業を履修する学生の活

動受け入れ先である代表の方との間の、<「お願い します」

「任せて ください」〉のや りとりが、自身の取 り組みのな

かでも生まれつつあることを、とても有 り難 く思 う。

5.本 プ ロジェク トが次のサイ クル に向かいつつあ るこ

とに気づ く(2018年 度)

2018年 度は、これまで増加の一途を辿っていた支援に

行 く学校数が少 し落ち着いた年となった。ここでは、2018

年度に支援が継続 されなかった二つの支援を報告す る。

あわせて、これまでとは少 し異なる新たなコミュニティ

も誕生 したので、そのことも記 してお く。また、この年度

は、本プロジェク トを発信す るい くつかの機会に恵まれ

た。その機会は、私にとって大切な意味を持つため、その

ことも記 してお く。

1)コ ミュニテ ィが収 束す る

a.生徒の卒業により支援が終了する(福井市N中 学校)

2017年 度の3月 、N小 学校のフィリピン出身のMち ゃ

んが卒業 した。来 口したばか りのMち ゃんへの学習支援

が始まったのが2016年 度の6∫]で 、以来約2年 間に渡 り

Mち ゃんへの学習支援が続いてきた。Mち ゃんはN中 学

校で、友達に恵まれ、先生に恵まれ、充実 した学校生活を

過ごした と、本プロジェク トのメンバーか ら聞いている。

教頭先生のお心遣いで、私はMち ゃんの卒業式に出席す

る機会にも恵まれた。

Mち ゃんは第一希望の高校に合格 し、2018年4月 から

高校生になった。また、これは奇遇で、私もN中 学校の

先生方も、そしてなにより本人たちが驚いているのだが、

Mち ゃんの支援にかかわってくれていた福井大学教育地

域科学部の学生が、Mち ゃんが進学 した高校の教員 とな

った。高校でMち ゃんは何か困ったことがあると、その

先生のところに相談に行っているそ うだ。Mち ゃんは、

将来医者かエンジニアにな りたいとい う夢を持っている。

大学進学に向け、高校での勉強を頑張っていると聞いて

いる。

N中 学校での学習支援のきっかけを作って くれたのは、

ふ くい市民国際交流協会の辻端聡子 さんである。N中 学

校の支援終 ゴにあた り、当時(2016年5月)、 辻端 さんよ

りいただいたメールを読み返 した。

お端 になっでお クま先N中 学茂にフィグどンか ら

き?を女子∠汝演ξψ∫転 入乙ま した。今!ヲ≠アち着トわ・ぜ〆こデテっで

きたのでナが、教厩 塗、が〃、ろ〃、ろなナポー みを纈 〃、

乙た〃、、ととで6.勲・△な方 でした。

≠厩1生 の鰍 にっ〃、で首お話 した(ところぜひコンタ

ク みをまクたいまのこまでしたので、≠厩 塗の灘 亮

をお教え しでよろしいで乙ようノ九

当灘 御 撚 蘇 な卯 学3牲 鋼 鰯 ∫弊

を1学 年落 まし、2年塗のクラズにス っでいま先 タ.ガロ

グ語、どナイア誘、嬬 、3つ の言鄭 協 ゼ`ま角 β婦

なゼロレベノレで先 こちらか らな、刀 ・.木に洛2鞭 ずつ

瘡導にス っでいま究

N中 学疲叡'までら遠 いので、学生さんの費担がンしきい

、か乙蟹〃、まナが、 る乙どなた、か存つでら〃、のまのラ方ンが

〃、らつしやのま したらお疲〃、できれば乙蟹〃、ま先

以二左どラそよろ乙ぐ纈 〃、乙ま禿

ふ くい市民国際交流 協会は、福井 市教育委員会からの

委託で、外国か ら目本に来た子 どもたちの 目本語初期指

導を行っている。辻端 さんは、本プロジェク トと学校 とを

結んで くれ るキーパーソンである。辻端 さんのおかげで

N中 学校での支援が始ま り、教頭先生をは じめとする先

生方のご理解 とご協力のもと、無事に支援 を終 ゴす るこ

とができた。Mち ゃんの高校進学後も、上述のように、

Mち ゃんと本プロジェク トのメンバーのつながりが続い

ていることを嬉 しく思 う。

b.児童の成長により支援が終了する(福井市J小 学校)

2016年 度より始まった福井市J小 学校でのR君 の支援
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が、2018年 度は継続 しなかった。その原因をつくったの

は、私である。主に中国人の留学生のメンバーがJ小 学校

の支援を引き継いでくれていたのだが、2017年 度に担当

してくれていた留学生が、研究のため1年 間ヨーロッパ

に行くことになり、その後任選びがやや難航 した。新年度

(2018年 度)と な り、J小 学校のことが気にな りつつも

日々の忙 しさを言い訳にして しまい、私がJ小 学校 に連

絡をとったのが2018年 度の秋学期開始時であった。

私の非礼をJ小 学校の特別支援学級の先生や特別支援

コーディネーターの先生方は優 しく受け止めてくださっ

たEで 、相談の結果、2018年 度は本プロジェクトによる

支援は継続 しないとい う判断をされた。R君 はこの半年

間、中国人の支援者がいない状況のなか、特別支援学級の

先生方や クラスの仲間 と一生懸命 日本語でコミュニケー

シ ョンを取 り目本語がかなり上達 したこと、また弟が生

まれお兄 さん としての自覚からずいぶん成長 したそ うだ。

そのため、今は中国語によるサポー トがなくても、自立的

で安定 した生活や学習ができているため、中国語による

支援はひ とまずなくて良いだろ うとい う判断に至った と

のことである。もっともな判断だと思った。R君 は、この

年度は小学3年 生で、中学年となっている。今後また、R

君や学校の先生方が本プロジェク トによる支援を必要 と

した際力になれるよう、プロジェク トの存続 と継続 を大

事に したい。

2)新 たなコミュニティが生まれる(福 井市T小 学校)

気にな りながら、なかなか連絡ができていなかった学

校がもう一つある。福井大学か ら徒歩圏内にあるT小 学

校である。2017年 度秋、T小 学校にイン ドネシアの女の

子が転人 してきた際校長先生より連絡をいただいたのだ

が、当時福井大学にイン ドネシアの留学生がお らず対応

ができないでいた。2018年 度 となり、口本語が堪能なイ

ン ドネシアの交換留学生が福井大学にいることを知った。

国際センターの桑原陽子先生の紹介で、その留学生とコ

ンタク トを取 り、T小 学校に連絡をしたのが2018年 度の

秋学期に人ってからのことだった。対応に、実に 年 もか

かって しまった。

申し訳ない気持ちでT小 学校に連絡をし、非礼を詫び、

今更ではあるがイン ドネシア人留学生のサポー トが必要

かどうかを校長先生にたずねたところ、その女の子のご

両親の快諾 を得た上で是非 とい うことであった。校長先

生は私が覚えていたことの礼を述べてくだ さった上で、

その女の子が、この一年の問でみるみる口本語が上達 し、

現在学習面も生活面も問題がないこと、しかし、父親の留

学で来 口してお り数年後イン ドネシアに帰ることが決ま

っているため、イン ドネシア とのつなが りを大事にして

ほしいこと、そ して自分 と同じ言語 ・文化を持つ人 との時

間は、その女の子のさらなる安定につながるだろ う、とい

う校長先生自らのお考えを伝えてくださった。

外部か らの支援を受け入れること、それ も現在問題 を

抱えていない児童のためにその門戸を開くことは、正直

学校に とって大変なことだろうと思 う。なぜな ら、外部

(私たち)の サポー トが入ることにより、学校はいろいろ

な調整を行わなければならないからだ。そ うであっても、

「その子のためになる」と、外部との連携を積極的に図っ

ていかれるその姿勢に、頭が下がる思いであった。

また、T小 学校を実際に訪ね、校長先生と話 した り、学

校内を見学 した りして分かったことであるが、T小 学校

は国際化に先駆的に取 り組んでいる学校の 一つであった。

福井 市内のALT(AssistantLanguageTeacher:外 国語指導

助丁)の 拠点校にもなってお り、学校内の英語教育の充実

をは じめ、子 どもたちの多様性を尊重 した教育を行って

いる。校長先生も英語がご専門で、生徒や教員の 「異なり」

や 「多様性」を大事にしながら、その雰囲気や外国人との

コミュニケーションを楽 しんでいらっしゃる。

そ うした温かな雰囲気のなか、月に2回 程度イン ドネ

シア人留学生がT小 学校を訪れ、その女の子 と交流 をす

ることが始まった。50分 とい う短い時間ではあるが、留

学生とその女の子はイン ドネシア語で学校での出来事 を

話した り、本を読んだりと、和やかな時間を過 ごしている。

女の子は表情 豊かでよく笑い、その留学生を姉のよ うに

慕っている。その時間を、校長先生をはじめとするT小

学校の先生方が見守ってくださっている。そ して、校長先

生は、その留学生 とのコミュニケーションも楽 しんでく

ださっている。

留学生は、2.月に1年 間の留学を終え帰国した。白分の

帰国に際 し、次にイン ドネシアの二人の留学生を紹介 し

てくれた。規在、その二人 と私とのや りとりが始まったと

ころである。

3)本 プロジェク トの発信の機会を複数得る

2018年 度は、本プロジェク トの発信の機会を複数いた

だいた。一つは福井大学の授業において、もう一つは 日本

語教育学会北陸支部集会においてである。

a.大学の授業

大学の授業では、国際センターの桑原陽子先生が、数年

前からご自身が担当する 「多文化コミュニケーション」の
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授業で、本プロジェク トを紹介する機会 をくださってい

る。本プロジェク トが開始 して問もない頃か ら授業に呼

んで くださり、年度 を重ねながら本プロジェク トが発展

していることを、まるでご白分のことのように喜んで く

ださっている。桑原先生の 「多文化コミュニケーシ ョン」

の授業は、日本人学生と留学生が受講 してお り、これまで

本授業での報告がきっかけで、プロジェク トに参加 して

くれた学生も多い。2018年 度も報告の機会をいただいた。

また、2017年 度か ら、教育学部の本田安都子先生が 「国

際理解基礎」の授業で、本プロジェク トを紹介す る機会を

くだ さっている。将来教員になることを志望 している教

育学部の学生に、本プロジェク トを紹介できる意義 は大

きい。学生は、「将来教員になった時、自分のクラスや学

校に外国の了どもがいたら」と、本事例に真剣に向き合い

検討 してくれる。本 田先生は学生のふ り返 りシー トを共

有 して くださるのだが、そ こに書かれている学生のふ り

返 りや コメン ト、そして本 田先生の本プロジェク トへの

示唆は、私にとって大きな励み とな り智恵となっている。

さらには、2018年 度から、教育学部長の石井バークマ

ン麻子先生の 「インクルーシブ教育特論」の授業で、本プ

ロジェク トを紹介す る機会をいただいている。イ ンクル

ーシブ教育とい う大きな枠組みで本プロジェク トを位置

づけ直 していただけることは、本プロジェク トの意義や

価値の発展へ とつなが り、目か ら鱗のことが多い。また、

石井バークマン先生は、10年後20年 後を見据えた大胆な

アイデアをくださり、協力を中し川てくださっている。

いずれの先生も、自分事 として本プロジェク トのこと

を考え、学生の成長を一緒に喜び、コーデ ィネーターであ

る私の気持 ちに寄 り添ってくださる。先生方の授業にお

ける本プロジェク トの紹介は、ただの発信ではなく、私に

とって貴重なふ り返 りの場となっている。

b.日 本語教育学会北陸支部集会

私が所属する公益社団法人 日本語教育学会は、地域に

おける目本語教育の普及 ・推進 ・活性化を促進するための

支部活動事業を、2017年 度より展開 している。北陸支部

は石川県、富山県、新潟県、福井県(あ い うえお順)か ら

成 り、2018年 度の北陸支部活動は福井で行われた。福井

で 日本語教育学会関連の活動が行われるのは、2014年 以

来のことである。

従来の日本語教師研修において しばしば採用 されがち

な講演型の形式は取らず、実践者 が互いの事例から学び

合いたい と考えた。そのため、シンポジウムでは、多文化

共生および留学生教育におけるコーディネーター として、

ふ くい市民国際交流協会の辻端聡子さん、福井大学の桑

原陽子先生、そ して半原が 白らの実践を報告することと

なった。会の進行は、福井大学連合教職大学院の隼瀬悠里

先生が務めてくだ さった。

特筆すべきは、当目の様子やそこに至るまでのプロセ

ス、企画後のふ り返 り、そしてその後のそれぞれの実践の

展開を、辻端 さん と桑原先生 と半原の共著で記録 として

残せたことである(半 原 ・辻端 ・桑原2019)。 本プロジェ

ク トの継続 と合わせ、プロジェク ト継続の要 となってい

る記録の重要性を、このプロジェク トにずっと協力 ・同行

してくれている辻端 さんと桑原先生と共に記録を書 くこ

とにより提起できたのは、私の財産である。

4)5年 目 をふ り返 って

本プロジェク トの4年 間をふ り返った実践記録(半 原

2018)で 、私は 「2018年度を第一サイクルの最終年度 と

位置づけ、次の第一ニサイクル としての5年 間に向けた展

望を掴む一年にしたい」とい うことを述べている。正直、

私は5年 間を一つのサイクル として捉えた実践に取 り組

んだ経験がなく、2018年 度を第一サイクルの最終年度 と

したものの、何をしたらよいのか、何が起こるのか、検討

がっかないでいた。

しかし上述 したように、この年度、コミュニティに変化

が起きた。「収束」と表現 したが、これまで増加の一途 を

辿ってきた本プロジェク トが、 子どもの卒業や成長によ

り、支援に うかがう学校数 とい う数的な部分にのみ着 目

すれば、少 し落ち着いた。ただ、このことは自然の流れで

あ り、5年 間続けていればこうしたことが起きるのだ と、

冷静に受け止 められる白分がいた。以前の私だったら、

「こんなに本プロジェク トへの参加 を希望して くれてい

る学生がいるのに、支援 に行 く学校数が減って どうしよ

う」と、慌てふためいたかもしれない。実際学生の方 も、

支援 を行 う学校数が減 るタイ ミングで、本プロジェク ト

の中核を担ってくれているメンバーが長期留学や就職活

動等で忙 しくなった。そのため、仮に私が上記のような心

配をしたとしても、それは徒労に終わるものであった。

このようなことが起きるのが最終年度なのだろうかと

思っていた年末年始、次のサイクルに向けた大きな動 き

がやってきた。一つは、日本語教育界を大きく揺るがすニ

ュースである。2018年12月8日 に外国人労働者の受け

人れ拡大を図る 「出人国管理及び難民認定法及び法務省

設置法の 一部を改正する法律」が成立 し、2019年4月 か

ら施行 される運び となった。このことにより、口本にはか

つて経験 したことがない人数の外国人がやって くること
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になる。現在、外国人労働者の受け人れに向け、目本語能

力の判定や 目本語学習プログラムの内容、実施機関、目本

語教師の確保等を早急に行 う必要性が叫ばれ、その整備

に向けた動 きが進んでいる。今後外国にルーツを持つ子

どもたちはますます増え、その背景も状況もより多様に

複雑 になることが予想 される。

二つ 目は、外国にルーツを持つ了どもの背景の多様化

および複雑化 とかかわる動きになると思われるが、県内

のある福祉施設の方か ら連絡をいただいた。現在 どのよ

うに連携できるかを模索中であるが、本プロジェク トが

多様な子 どもたちの学習を支えられるようもっと力をつ

けていかなければならず、そのために自身のコーディネ

ーター としての力量をさらに培いたいと強 く思 う出来事

であった。

皿.次 の5年 間(第 ニサイクル)に 向けて

福井の外国にルーツを持つ子 どもたちへの協働的学習

支援プロジェク トは、2019年度、第ニサイクルに入った。

第ニサイ クルへ と突 き動かしてくれた二つの出来事を上

に記 したが、もう 一つ、本学国際地域学部のケ リー ・キン

グ先生が、ご自分のPBL(P靭ect-BasedLeaming)の 授業

で、本プロジェク トをサー ビスラーニングの一つ として

位置づけて くださることとなった。したがって、今後国際

地域学部の学生が、授業の一環 として本プロジェク トに

かかわってくれることとなる。ケ リー先生 とは数年前か

らこのことを、「いつか実現できたら」と語 り合ってきた。

本プロジェク トが、ケリー先生のPBLで 取 り上げてもら

えるまでに成長でき、ケ リー先生および国際地域学部の

学生との協働探究が始まったことを嬉 しく思 う。

次の5年 間は、社会の激動 と相まって、これまで以L

の起伏が待っているかもしれない。以前、福井大学連合教

職大学院の岸野麻衣先生が、本学連合教職大学院の取 り

組みを、「泳ぎながら船を組み立て、その船を常に組み立

て直 しながら大きくしていっているよ うだ」 と形容 して

おられた。波(=状 況)を 読み、そのなかで船(=本 プロ

ジェク ト)を組み立て直 していく力、そ してその船を少 し

ずつ大きくしていく力をつけつつ、今後 も多言語多文化

共生社会の構築に貢献できたらと思 う。

付記:本 稿は、次の2つの助成を受けた研究成果報告の一部

である。

・'ド成30～32年 度科学研究費補助金若手研究 「多言語多文

化共生に向けた協働型プロジェク ト・ベースに茎つく教

員養成 ・研修の構築」(研究課題番 号:18Kl2424研 究代

表者:半 原芳子)

・平成31年度福井人学地域貢献事業支援金 「外国籍児竜生

徒への教科 ・母語 ・日本語相互育成学習」(事業責任者:

半原芳子)

[参 考 文献]

力li畑重 樹(2018).『 多 文化共生社会の実規 に向けた基盤の構

築一学校 ・地域 ・専門機関 との協働で取 り組む 「チーム

としての学校」づ くり一』,学 校改革実践研究報告

No.321,福 井 大学大学院教育学研 究科教職開発専攻(教職

大学院).

半原芳子 ・柴岡小百合(2015).「 福 井の外国籍児童生徒の学

びを支える 実践の展開を辿 り今後の方向性 を見出す

一」
,『 教師教育研究』8,275-286.

半原芳子(2016).「 持 続可能な多 言語多文化共生社会 の構築

に向けた協働探究のプロセスー福井にお ける外国籍児童

生徒への学習文援の展開を跡づける一」,『 教師教育研

究』9,233-240.

半原芳子(2017).「 福 井における外国籍児童生徒への学習支

援の展開を跡づける一コーデ ィネーター としての力量形

成のプロセスー」,『 教師教育研究』10,231-239.

半原芳 子(2018).「 外 国籍児帝生徒へ の協働的学習支援プロ

ジェク トを跡づける」,『 教師教育研究』11,225-236.

半原芳子 ・辻端聡子 ・桑原陽子(2019).「2018年 度 日本語教

育学会北陸支部活動企両をふ り返 る一専門職 としての 日

本語教師の成長を支える実践記録 一」,『 国際教育交流研

究』3,31-46.

柳 沢 昌一(2010).「 アイデ ンティティの時間/コ ミュニティ

の時間」,『 福井人学教職人学院Newsletter』27,379.

柳 沢 昌一(2011)「 実践 と省察の組織化 としての教育実践研

究」,『 教育学研究』78(4),423-438.

Sch6n,D.A(1983).7乃 θRψ θ6"vθPrαo〃1o刀θκ刀伽

ルψ ∬ノoη酪7乃 ノ脈1囲o"o〃.BasicBooks.[柳 沢 昌一 ・二輪

建二監訳 『省察的実践 とは何か』鳳書房,2007].

Sch6n,DA.(1987).召 論cα1加g1加Rψ θc1'vθノ)アαc1'1'o〃θκ7わwα雇

α地wZ)θ 画9刀力〃 をαc伽9『α〃4五θαF伽9'〃1乃θP君ψ ∬ノoη5.

Jossey-Bass.[柳 沢 昌 一・村円晶子監訳 『省察的実践者の

教育』鳳書房,2017].

Senge,PM(2006).η2θF拗 」Dl5ψ〃〃θ」η3θオπ(蔓Pπαc"oθ(ヅ

肋θLθα禰刀gαgα〃伽"o刀.CrownBusiness.[枝 廣淳 子 ・小

閏理一郎 ・中小路佳代子訳 『学習す る組織』英治出版,

2011].

Wenger,E,etal.(2002).C〃 〃1vα11ηgCoη7溺〃ηノ〃θ3q〆1)ア㍑01/oθ.

HarvardBusinessSchoolPress.[野 村恭彦監修 『コミュニ

テ ィ ・オブ ・プラクティス』翔泳社,2002].

UnitedGraduateSchoolforProfessionalDevelopmentofTeachers209


